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報 告 書 

 
学校法人東洋学園 近畿情報高等専修学校において、下記日時に「学校評価協議会」を開催いた

しました。協議会では、意見交流を行い以下の意見と評価がありましたことを報告いたします。今

後は、このご意見を受け止め、より良い学校運営と教育活動になりますよう改善に努めてまいりま

す。 

 

１  目  的   ・学校教育自己診断アンケート調査結果の客観性、透明性を図る。 

          ・学校家庭地域が共通理解を持ちその連携協力により学校運営の改善にあたる。 

 

２  日  時    令和５年 １０月２０日（金） １８：００～１９：００ 

 

３  場  所    近畿情報高等専修学校 図書室 

 

学校評価協議会委員名簿 (順不同) 

 

職  名 所 属 

学校長 近畿社会福祉専門学校 

学校長 枚方市立渚西中学校 

  代表取締役社長 株式会社 三共プラス 

課長代理 学校法人大阪国際学園本部事務局入試広報部  

学校教育担当 株式会社 JTB 教育旅行 大阪支店  

会 長 近畿情報高等専修学校 同窓会 

 

 



 

                学校評価協議会会議報告 

 

  １ 開 会 令和５年 １０月２０日（金） １８時に開会しました。 

  ２ 校長挨拶    

開会の挨拶を本校校長 小寺 克一が行いました。 

  ３ 学校評価協議会の役割と運営について 副校長髙島より 

       学校評価協議会の役割と運営についての説明を行いました。 

  ４ 学校関係者及び学校評価協議委員の紹介 教頭密より 

       本校関係者６名及び学校評価協議委員の紹介を行いました。 

  ５ 学校評価協議会 

 

   議案１ 本年度の取り組みについて 副校長髙島より 

       生徒の学力向上に向けて、土曜講座の充実。テキストに「マナトレ」を活用。 

       小論文講座の開講６年目。２年・３年の生徒が（１７回）受講。 

教員の育成に向けて、授業力向上委員会の活性化、新任・若手教員研修の定 

例化と人材育成研修の充実。 

農業実習体験実施。心の豊かさを育む取り組み。 

       大型空気清浄機を廊下に２台設置。 

生徒の喜ぶ行事の実現。 

クラブ活動の充実。 

   議案２ 生徒の状況について 各部長より 

教務部長 西垣、生徒指導部長 飯田、進路指導部長 鈴木が令和４年度の各

報告を行いました。 

 

   議案３ 令和４年度学校教育自己アンケート調査結果について 

       昨年度のアンケートについての改善への取り組みとして生徒アンケート№23 

        の項目につきまして今年度は模擬店の出店などコロナ前の規模に戻すだけで 

       なくかたちで、進化することを目標に「楽笑 ～New Challenge～」という 

テーマで生徒が主体的に実施することができるよう取り組んでおります。 

№24 の項目につきましても昨年度以上の参加率で生徒が楽しみながら学べる 

行事として無事に実施することができました。これからも生徒が楽しむ中で 

成長につながることを目標に行事を実施いたします。 

 

 【意見交流】  

［生徒アンケート結果について］ 

・No3の項目についてコロナ前と後で何か影響はあるか？ 



・No13の項目について良い数字が出ていることは非常に良い傾向である。 

・No27の項目について 3年生で数字が落ちているのは課題である。 

・概ね好評価に思う。ただ、2年生が少し厳しめの評価をしているように感じる。 

・No20の項目について 1・2年生の進路指導室利用が活発になればさらに良いと感じた。 

・家庭訪問・宿泊研修・いのちの教育など、基本に忠実な教育活動が評価できる。 

・No15の項目について 91.7％が守っているは驚異的な数字と感じた。 

・全てのデータが学校と先生方の努力と叡智が感じられる。 

・No1・6・10の項目について課題はある。 

・No13の項目について、今の時代では表に出にくいが対応してもらえると思って頂けることが良い。 

 ・No32の項目について 2年生のパーセンテージが低いのが気になる。 

［教職員アンケート結果について］ 

・昨年度より全体的に好評価になっているので教職員の努力が伺える。 

・教職員アンケートも全てのデータが学校と先生方の努力と叡智が感じられる。 

・No25の項目について生徒一人ひとりの応じたきめ細かい進路選択の数字は驚異的である。 

・No14の項目についてグループ学習など指導方法の工夫や改善に課題はありそう。 

・No8・25の項目については生徒に対して良い傾向だと思う。 

 

［保護者アンケート結果について］ 

・診断アンケートの保護者向けについてもほとんど全てのデータが好意的な数字を示しており 

 学校とご家庭との強い信頼関係を伺い知ることができる。 

・No36・44・52・56はものすごい数字である。 

・No53・55に課題がある。 

・No11の項目について 3年生のパーセンテージの低さが気になる。 

 

 【意見交流総括】 

入学して頂く生徒についてはあいさつも含め、コミュニケーションの手段が変化してき

ていること、それから世代によって捉え方が違うということが根底にあるように思う。や

はりスマートフォンや SNSの影響力は大きいと感じる。本校では生徒にできるだけ楽しく

過ごしてもらうことを目標に据えている。そのうえで自発的に探究する姿勢と生徒一人ひ

とりの成長発達が確実に進み、様々な教育活動の成果が上がるよう諸条件を整備し運営し

ていくことが重要である。そして生徒に探究心を持たせるためにはまず、好きな事、興味

のあることを切り口に生きていくために必要な力を育成する。そのためには、教師の人間

力・そして指導力向上への取り組みを継続することが大切である。 

 

  ６ 校長閉会の挨拶 

 本校では生徒が興味のあることを見つけ、自由に取りくませてあげられる環境を提供でき

るよう努めております。それにより生徒が素直な自分でいられること。このようなことが重

要であると考えております。勉強の質というのは点数を取ることだけではなく、如何に何か



に興味を持つかという点にあると思います。最近、本校では音楽に関わる分野である、音楽

コースや軽音楽部が活躍しております。そういった分野の生徒の素質は見えにくい部分であ

ると思います。ただ、このように興味のあること、好きな事を切り口に勉強の必要性を理解

し、探究学習を実践させることが教員の試される点であると思います。 

このような教育活動を実践するために引き続き教員の人間力、そして指導力向上に努めてま

いります。本日いただきましたご意見を受け止め、本校の運営に学校運営に生かしてまいり

たいと思います。 

 


